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RC-2 
f特がチャートで見られる

「特性直視装置」です

音響も電気も基本技術は「周波数

特性jです。

リスナ一席の音圧特性をはじめ、

アンプの f特、フィルタの f特が測

定できますし、さらに残響時間も測

定できます。

操作が簡単なのも大きな特長で、

[信号の調整]時[スタート]の簡

単な操作で f特のチャートを手にす

ることが出来ます。

新モデルRCー2にはメモリーも付

きました。

〈特長〉

1 .操作は極めて簡単で、「基準レベル」をセ ッ

卜し「スター卜」するだけです。

2. マイクによる音響測定の他に、ライン入力

でアンプ、フィルタ等の特性も測定出来ます。

3.テープ再生信号、遠隔地からの信号(通信回

線信号)の測定が出来ます。

4.音響測定には「ワープルトーン」を、アンプ

等の測定には「正弦波」を使用します。

5. 測定の周波数範囲は20Hz~20kHz、レベル

の範囲は40dB以上と十分な広さです。

6. メモリーに2個のデータを保存し、合計3個

のデータを重ね書きできます。

7. 残響測定では8周波数、 0.1 秒~1.5秒の残響

時聞が測定できます。

8.信号発生器はマニュアル操作によって任意

の周波数を出すことができます。

9.電池動作のハンディータイプで、軽便に使

用できます。 (AC電源パック付属)

10. マイクを離して使用するための延長アダプ

ターも用意されています。(オプション)
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